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第１章 背景 
 
現在日本には約３３６万人の身体障害者

が存在する。その中で聴覚障害者は約３６

万人と見られている。政府は「障害者基本

計画」を制定し、国民誰もが相互に人格と

個性を尊重し支え合う「共生社会」の理念

の下に、障害のある人が、社会の対等な構

成員として人権を尊重され、自己選択と自

己決定の下にあらゆる活動に参加・参画で

きる社会の実現を目指している。 
聴覚障害者スポーツの中でも、デフラグ

ビーは新興スポーツである。 
日本におけるデフラグビーの取り組みは、

１９９４年に「日本聴覚障害者ラグビーを

考える会（ＪＤＲＣ）」として発足し、２０

０６年にＪＤＲＣから日本聴覚障害者ラグ

ビー連盟（ＪＤＲＵ）に変更した。 
 デフスポーツのチームでは聴覚障害者と

健常者が混在することが多いためコミュニ

ケーションの問題が生じる。しかし、普及

を進めることで、デフラグビーの人口増加

のみならず、聴覚障害者と健常者の「共生

社会」を育む効果も期待できるだろう。 
 
第２章 研究目的 
 
本研究では、国内のデフラグビー人口を

増加させるため、日本聴覚障害者ラグビー

連盟（ＪＤＲＦ）の普及活動の方向性に関

して、課題を明らかにすること、またデフ

ラグビーの歴史、ルール、プレイヤーの実

態について把握し、デフラグビー普及のた

めの方法を検討することを目的とする。 
 
第３章 研究方法 
 
１ 日本におけるデフラグビーの歴史 
日本におけるデフラグビーの歴史、デフラ

グビーのルール、また、ろう者と聴者のラ

グビーの違いについて参考文献やインター

ネットを元に調査を行った。 
２ 国内デフラグビーの活動状況 
日本聴覚障害者ラグビー連盟の広報である

柴谷晋氏にインタビュー調査を行った。 
 調査内容は、デフラグビーチームの現状、 
デフラグビーへの参加とコミュニケーショ

ン、日本聴覚障害者ラグビー連盟について、

指導者の有無、練習頻度、内容、選手・サ

ポーター募集方法、普及・育成活動、今後

の目標である。 

第４章 結果 
 
国内のデフラグビーの状況は東日本、西

日本の２チームが存在するのみで、選手数

も３０名程と少なく十分な普及がされてい

るとはいえない状況だ。 
しかし、普及のためのイベント開催や、

子供を対象にしたデフラグビー教室、また

積極的にメディアへの登場機会つくるなど

地道な普及活動を行っており、データとし

て取ることは出来なかったが認知度は上が

っていると考えられる。 
 また、ＪＤＲＵは２０１９年にデフラグ

ビー世界大会の日本開催を計画している。 
 日本ラグビー協会（ＪＲＦＵ）はすでに

２０１９年に日本で開催が決定しているラ

グビーワールドカップに向けて、ラグビー

ファミリー（選手、ファンだけでなく、そ

れを支える人々を含む、ラグビーに関わる

全ての人を指す）の増加と国際競技力向上

のための育成強化を行っている。今後ＪＤ

ＲF と強固な関係を築き、積極的な普及・

強化活動を行うことが重要となってくる。 
 
第５章 考察 
 
国内には東日本と西日本の２チームが存在

するが、選手数は両チーム合わせて３０人

程度と、ラグビーに必要な１５人という人

数から考えると極めて少ないといえる。 
また、ラグビー関係者だけでなく、聴覚

障害者スポーツに関わる人達にデフラグビ

ーに興味を持たせる必要があると考える。

他競技との積極的な関わりを創っていくこ

とが重要になってくるのではないだろうか。 
例えば、デフスポーツを集めたイベント

や、その他の障害者スポーツとの合同のイ

ベントなどを通してデフラグビーを知って

もらうことが出来れば、選手やサポーター

の獲得に繋がると考える。 
最後に、聴覚障害者に対する医療の不備

や、聴覚障害者ゆえに集団スポーツがやり

難い環境というのも解決して行かねばなら

ない。障害者スポーツが普及することで、

障害者や障害者のための環境について考え

る機会を増やすことが出来れば、社会的に

大きな意義のあることだと言えるだろう。 
 



 


